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東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質拡散に対する空間、

土壌等の放射線量の八千代市独自の測定の実施及び結果の公表を求める決

議について 

 

上記の発議案を別紙のとおり会議規則第１４条第１項の規定により提出しま

す。 
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提案理由 

東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質拡散に対する市民の不

安は高まっている。よって、八千代市独自の空間、土壌等の放射線量の定期的

測定の実施及び結果の公表を求める。 

これが、本案を提出する理由である。 



東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質拡散に対する空間、

土壌等の放射線量の八千代市独自の測定の実施及び結果の公表を求める決

議 

 

３月１１日に発生したマグニチュード９.０の大地震と津波による東京電力

福島第一原子力発電所の事故は、各種の放射性物質を東北、関東地方を中心に

広範囲に拡散させ、国民生活に多大な影響を与え、多くの国民の不安感は高ま

っている。 

八千代市を取り巻く近隣自治体のすべてが、千葉県の調査を待つことなく、

独自の放射線量の測定や土壌分析の実施及び結果の公表を実施または決定して

いる中で、八千代市は実施の方針も打ち出してはいない。 

そのような中で、母乳調査・母子支援ネットワークが実施した母乳調査で、

市内に住む母親の母乳から放射性セシウム１３７が検出されたとの発表があり、

市民の不安感は、特に子供を持つ世代を中心にますます高まっている。 

このような市民感情を考慮し、市内の小・中学校、保育園、公園等において、

県の測定基準を踏まえ、市として放射線量の定期的測定と土壌分析の実施及び

結果の公表を執行機関に対し求める。 

以上、決議する。 
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